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報短

Hideaki ABURAKAWA 1978 Short Report: Observation of Snow Depth in Teshio 

Mountainous Region. Low 7もmperatureScience， Ser. A， :~'7. 

査キ調深雪

油川英明

(低温科学研究所)

(昭和53年 10月受理〉

積の地山塩天

自記積雪深記録計1)を用いて天塩山地におけるー冬期間の積雪深観測を行なった。観測地

点は第 1図に示したように土別ー苫前(国道 239号線)間，約 60kmの区間の 10カ所で，士別

側より No.1~No.10 と番号を付した地点であるの記録計は 1977 年 11 月 29~30 日に設置し

1978 年 7 月 4 日 ~5 日に回収したが， I故障の記録計の他は未だ記録が可能な状態であった。

これら 10台の記録計のうち故障により途中で作動の止まったものは No.4，防水その他の不

備で全く記録の得られなかったものは No.6，No.7，また道路工事による紛失は No.3であ

っTこ。
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士別の積雪深は気象測候所の観測，添牛内における値は実測
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第3図 日本海側の積雪深

No.4はl月 2ラ日以降記録計の故障により欠測

観測場所で最も海抜高度の高い No.4を境に内陸側の記録の一部を第2図，日本海側の記

録を第3図に示す。このうち，第2図における士別の結果は気象台の資料2)によるもので，ま

た添牛内の値は実誤Ijした結果3)であり，記

録計とは全く独立した観測で、あるが，積雪

の傾向は良い一致を示している。第3図の
200 

No.10は海岸のごく近くであったため，強

風により積雪深がほとんど記録されていな

い。しかしNo.lOにおいて積雪が観測さ

れている時は他の地点の記録にもあらわれ 1∞l 
ている。

第2図，第3図とも， 12 月 ~1 月には

積雪深の大きな増加が三田記録されている

が，そのうちで1月初めの積雪深がほぼこ

の冬の積雪の状態を決めていると考えられ

る。 2月初めの積雪深の増加は第3図の各

点において著しいが第2図においては余り

多くない。 この時の降雪は 12 月 ~1 月と 第4国土別からの直線距離(横軸)と積雪深(縦軸)

異なり山地や海側に積雪が多く，典型的な (土7}1J)の位置は 2km右側へ移動
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天塩山地の積雪深調査

冬型の季節風によるものと考えられる。

最高積雪深はいすeれも 3月中旬に記録されてい

る。第4図及び第5図は No.4の地点を境にして， 12，

1， 2， 3月の 5日聞を無作為に決めその積雪深の平均

値と，観測の出発点である士別からの距離との関係を 200 

示したもので， これらを図においてはA，B， C，Dと

して示しているのすなわちAは 1977年 12月27~31 

日の平均値， B は 1978 年 1 月 16 日 ~20 日の平均値，

C は 2 月 15 日 -19 日の平均値 D は 3 月 12 日 ~15

日の平均値である。

第4図に示したように，士別の観測結果を No.1

の方向へ約 2km程平行移動すれば，積雪深 (H)と距 100 

離 (D)とは H=a.D十b (v， bは定数)の直線関係と

して求めることができる。

第5図は日本海側の結果である。図の C，Dにお

ける No.4の{直は，第4図において外挿によりり求め

たものである。この図から，積雪深 (H)は士別からの

匝離 (D)の対数値と直線関係を示し，

cπ1 

H=( 〆)logD+グ (a'， b'は定数)
O 
10 

となる。このことは海岸から内陸の山地へ向い積雪深

が指数関係的に増加することを示しているべ
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上述の a，bおよびa'，b'は降雪の状態や地形な

どに関係した定数と考えられるが， 第4図， 5図にお

いて，いずれも積雪深の増加にともなって大きな値を

示している。

第5図 海側におげる直線距離(士別か
らの)と積雪深

No.4のC，Dの値は第4図に
おける外挿値

また積雪深と距離が直線関係か，指数関係かは，今回の積雪深の調査では地形が急峻であ

るか否かの違いによるものと考えられる。

今回の観測にあたり，石川信敬氏(低温研)，久保田裕士， 深見浩司君(北大大学院)の協

力を得たのまた北海道開発局留萌開発建設部羽幌出張所長谷口吉雄氏には多くの便宜をはかつ

ていただいた。

本論文の推稿にあたり低温科学研究所小島賢治教授より有益な助言をうけた。ここに併記

して深く感謝の意を表する。
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